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１．研究計画の概要 
咬合の機能的障害がストレスとなり、脳内

神経伝達物質の代謝を特異的に機能亢進さ
せることが解明されつつある。しかし、咬合
ストレスの前頭皮質ドーパミン系におよぼ
す影響については、小動物を用いた研究が中
心で、人においての検討は十分とは言えない。
そこで今回、近赤外分光分析法（NIRS）、自
律神経、内分泌系、心理学的観点などから 1
次ストレスとしての実験的咬合干渉（実験的
下顎偏位）付与後の連続計算、不快画像の提
示、咀嚼などの 2 次的ストレスが脳神経機能、
特に前頭葉にどのような影響を及ぼすかを
解析し、不定愁訴などの治療にも役立てるこ
とを目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
実験的咬合干渉ではなく、実験的下顎偏位

を中心に実験を進めています。 
また、従来の組織ヘモグロビン濃度、組織

酸素飽和度を相対値として、計測する近赤外
分光法（NIRS）に加え、時間分解分光法
（TRS）も導入しております。これにより、
組織ヘモグロビン濃度、組織酸素飽和度が絶
対値として得られるようになり、より正確な
データが得られるものと考えております。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
基礎的事項としての咬合、噛みしめの大脳

皮質への影響、また実験的咬合不全の影響は
ほぼ順調に進んでいると思われます。 
しかし、実際の患者さんを対象とした治療

効果については、被験者の確保と経過観察が
困難なため、やや遅れています。 

 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、実験全体を的確にすすめ、その結

果をまとめ、論文作成に取り組んでいきたい
と考えております。 
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